様式第４９－１ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７条４項１号）
生息地等保護区管理地区内工作物の新（改、増）築許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

[bookmark: _Hlk130842504][bookmark: _Hlk130841930]申　請　者


	[bookmark: _Hlk130842209]住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	[bookmark: _Hlk130838750]主たる事務所の
所在地
	〒


	[bookmark: _Hlk130842498]名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	[bookmark: _Hlk130838758]電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(            )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	工作物の種類
	

	
	敷地面積
	

	
	規　　　　　模
	

	
	構　　　　　造
	

	
	主要材料
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、立面図、断面図、構造図

【注　　意】
[bookmark: _Hlk136969257][bookmark: _Hlk136969198][bookmark: _Hlk136969054][bookmark: _Hlk136969319]　１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
３．「目的」欄には、当該工作物を設ける目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添
      付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採、残土処理、工事用仮工作物等当該行為に伴う行為の種類及び
      その施行方法を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を
    　軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要と
　　　するものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
[bookmark: _Hlk136969389]  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

様式第４９－２                                                                 （３７条４項２号）
生息地等保護区管理地区内宅地造成・土地の開墾・その他土地形質の変更許可申請書
　　　　　　　　　
                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	変更する面積
	

	
	工事の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、断面図

【注　　意】
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採、工事用仮工作物等当該行為に伴う行為の種類及びその施行方法を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
様式第４９－３　                                                                （３７条４項３号）
                      生息地等保護区管理地区内鉱物の採掘・土石の採取許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	鉱物（土石）種類
	

	
	採掘（採取）量
	

	
	採掘（採取）設備
	

	
	土地形状の変更面積
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　　　手
	

	
	完　　　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、断面図

【注　　意】
　１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、支障木の伐採、工事用仮工作物等当該行為に伴う行為の種類及びその施行方法を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。                    
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。              
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
様式第４９－４　                                                                 （３７条４項４号）
生息地等保護区管理地区内水面埋立（干拓）許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその
付近の状況
	

	施行方法
	埋立(干拓)面積
	

	
	工事の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】                                                                                        
  １．縮尺1:50,000以上の地形図                                                                     
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真                                                        
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、断面図                                  
                                                                                                   
【注　　意】                                                                                       
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、工事用仮工作物等当該行為に伴う行為の種類及びその施行方法を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。                                    
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。


様式第４９－５　                                                                 （３７条４項５号）
生息地等保護区管理地区内水位（水量）に増減を及ぼさせる行為に係る許可申請書
                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　　的
	

	場　　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	地　　　　　　況
	

	
	現在の水位(水量)
	

	
	水の利用状況
	

	施行方法
	水位(水量)の
増減の及ぶ範囲
	

	
	水位(水量)の
増減を及ぼす時期
及び量
	

	
	水位(水量)増減の
原因となる行為
	

	
	設　　　　　　備
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　　手
	

	
	完　　　　　　了
	

	備　　　　　　考
	



【添付図面】                                                                                       
  １．縮尺1:50,000以上の地形図                                                                     
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真                                                        
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、断面図                                  
                                                                                                   
【注　　意】                                                                                       
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
５．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
６．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
７．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

様式第４９－６　                                                                （３７条４項６号）
生息地等保護区管理地区内木竹の伐採許可申請書
                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	伐採種別
	

	
	伐採樹種
	

	
	伐採面積
	

	
	平均樹齢
	

	
	平均胸高直径
	

	
	伐採材積
	

	
	伐採設備
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
　１．縮尺1:50,000以上の地形図
　２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
　３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
１．不要の文字は抹消すること。
  ２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。  
３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「伐採種別」欄には、皆伐、単木択伐、塊状択伐の別を記入すること。
  ６．「伐採設備」欄には、索道、林道等の関連行為の概要を具体的に記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ８．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。 
  ９．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
様式第４９－７　                                                                 （３７条４項７号）
生息地等保護区管理地区内指定野生動植物種等の捕獲等許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	捕獲等をする
物の種類
	

	
	数　　　　　量
	

	
	捕獲等の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
  １．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る捕獲等の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、捕獲等に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
様式第４９－８　                                                                 （３７条４項８号）
生息地等保護区管理地区内汚水等の排出許可申請書
                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(　　　　　 )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	汚水等の水質
	

	
	排出の時期・量
	

	
	排水方法（排水
設備の概要）
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図、立面図、構造図

【注　　意】
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「汚水等の水質」欄には、汚水等に含まれる成分、要素等を記入すること。特に工場、事業場等の事業に伴って排出されるものについては、pH、BOD(COD)等を詳細に記入すること。                    
  ６．「排出の時期及び量」欄には、排出量の年間における季節的変化を記入すること。                 
７．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ８．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ９．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

 様式第４９－９　                                                                （３７条４項９号）
生息地等保護区管理地区内車馬（動力船・航空機）の使用（着陸）許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )
　生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　　　的
	

	場　　　　　　　所
	 　　　　　都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	
	車馬（動力船・航空
機）の種類及び数
	

	
	使用（着陸）の
範囲及び面積
	

	
	使用（着陸）方法
	

	予定日
	着　　　　　　　手
	

	
	完　　　　　　　了
	

	備　　　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「使用（着陸）方法」欄には、例えば、自動車を時速50kmで１日２回１周させる、といった行為地内での活動状況、頻度等を記入すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
 様式第４９－１０　                                                           （３７条４項１０号）
生息地等保護区管理地区内野生動植物種等（指定野生動植物種等を除く）の捕獲等許可申請書
　　　　　　　
                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	捕獲等をする
物の種類
	

	
	捕獲等の方法
	

	
	数　　　　　量
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
  １．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る捕獲等の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、捕獲等に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
 様式第４９－１１　                                                            （３７条４項１１号）
生息地等保護区管理地区内指定動植物種の持込み等に係る許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	持込み等をする
物の種類
	

	
	数　　　　　量
	

	
	持込み等の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
１．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「持込み等の方法」欄には、個体の放逐、植栽、播種の別を記載すること。
  ６．「関連行為の概要」欄には、持込み等に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ８．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ９．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
 様式第４９－１２　                                                            （３７条４項１２号）
生息地等保護区管理地区内指定物質の散布許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	散布をする
物の種類
	

	
	数　　　　　量
	

	
	散布の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
  １．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、散布に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
 様式第４９－１３　                                                            （３７条４項１３号）
生息地等保護区管理地区内火入れ・たき火許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	火入れ(たき火)
の及ぶ面積
	

	
	設　　　　　備
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
  １．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、火入れ等に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

 様式第４９－１４　                                                            （３７条４項１４号）
生息地等保護区管理地区内指定方法による観察許可申請書

                                                                              　　　年　　月　　日
  　　○○環境局長　　殿

申　請　者


	住所
	〒


	氏名
	

	職業
	





	主たる事務所の
所在地
	〒


	名称
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	主たる事業
	

	担当者
（部署・氏名）
	




連　絡　先

	電話番号
	

	E-mail
	



　　絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律第３７条第５項の規定に基づき、(           )生息地・生育地保護区管理地区内における行為の許可について、次のとおり申請します。


	目　　　　　的
	

	場　　　　　所
	   都道府県、市郡、町村、大字、地番（地先）

	
	

	行為地及びその付近の状況
	

	施行方法
	観察の方法
	

	
	関連行為の概要
	

	
	影響軽減の方法
	

	予定日
	着　　　　　手
	

	
	完　　　　　了
	

	備　　　　　考
	



【添付図面】
  １．縮尺1:50,000以上の地形図
  ２．縮尺1:5,000以上の概況図及び天然色写真
  ３．行為の施行方法を明らかにした縮尺1:1,000以上の平面図

【注　　意】
  １．不要の文字は抹消すること。
２．申請者については、個人の場合又は法人の場合いずれか該当するものにチェックをし、様式に定める事項を記載すること。法人にあっては、「代表者等」の欄に代表者（ただし申請に係る行為の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
  ３．「目的」欄には、当該行為を行う目的及びその必要性を具体的に記入すること。
  ４．「行為地及びその付近の状況」欄には、地形、植生等の状況を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ５．「関連行為の概要」欄には、観察に伴う行為の概要を記入すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ６．「影響軽減の方法」欄には、指定に係る国内希少野生動植物種の個体の生息・生育への当該行為の影響を軽減するための方法を記載すること。なお、詳細については、添付図面に表示すること。
  ７．「備考」欄には、他の法令の規定により、当該行為が行政庁の許可、認可その他の処分又は届出を必要とするものであるときは、その手続きの進捗状況を記入すること。
  ８．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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